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1. 5Gの自営的利用の想定ユースケース

1-1  AR/VRを活用した工場内での遠隔からリモートサポート

1-2 物流や鉱山、資源発掘での自動運転、遠隔運転

1-3 空港、港などでの自営網によるサービス向上

2. 2.5GHz帯LTEの自営利用の想定ユースケース

2-1 過疎地、山奥、海上にある設備の状態監視

2-2 非常事態においてドローンを使用した避難勧告、救難物資配送

3. LTE/5Gの自営的利用の海外動向

3-1  CBRSバンドにおける、空き周波数を自動検知するSASを利用した帯域利用促進の例

3-2  FirstNetを例にした設備の共用モデル

発表内容
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1.  5Gの自営的利用の想定ユースケース
1-3 空港、港などでの自営網によるサービス向上

資料提供元: Ukkoverkot

ユースケース

✓ 2.6GHz TDD (B38) – BW: 20MHzを使用して自営LTE
網を構築。5Gへの拡張性も期待

✓ 空港の運用のための無線網

✓ メンテナンス車両、テナント、飛行場のセキュリ
ティ、エプロン、格納庫、駐車場などに活用

✓ https://www.youtube.com/watch?v=tdBplOlVd-E

ポイント

✓ 非常時でも使えるようネットワークを自営で所有

✓ 今後のユーザ、ユースケースの広がり（映像監視
など）に期待しており、5Gも検討中

空港概要

利用者数：2000万人 (2016年)

ターミナル数：3

ゲート数：40

滑走路数：2







9 © Nokia 2018

ユースケース

✓ 自営LTE網上でドローンを飛行

✓ リモートによるドローン操作が可能。非
常事態時にはドローンによる避難勧告を
行う。またビデオカメラ、サーモカメラ
を搭載し、人物等の探索や救難物資の配
送なども検討中

✓ 通常時は沿岸の見守りなど様々な運用も
可能

2.  2.5GHz帯LTEの自営利用の想定ユースケース
2-2 非常事態においてドローンを使用した避難勧告、救難物資配送

ポイント

✓ 非常時、輻輳時でも使えるようネット
ワークを自営で地方行政が所有。

✓ カメラ映像、センサ情報などはリアルタ
イムな送受信、解析が求められる














